
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24 年 5 月 15 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：地球上で最も砂漠化が著しい中国の新疆ウイグル自治区，内モンゴル

自治区，寧夏回族自治区を対象に，砂漠化と人間行動の悪循環構造の社会科学的解明，人間活

動と産業化がもたらす砂漠化圧力の学際的解明を行った．研究成果は，3 地域毎の自然及び社

会のデータベースとともに「中国の砂漠化に関する地域別実態報告」として，中国語，日本語，

英語の出版物で順次公表する予定である． 

 
研究成果の概要（英文）：We had made surveys to elucidate a harmful effect of human 
activities on the desertification from the view point of social science, and to evaluate 
extent of leading a desertification due to human activity and industrialization by means 
of interdisciplinary research. The research areas chosen were the Xinjiang-Uygur 
Autonomous Region, the Inner Mongolia Autonomous Region and the Ningxia Hui Autonomous 
Region in China, where the rate and extent of desertification being serious in the world. 
The research fruits obtained in this project are planned to be published entitled as “The 
regional report on desertification entities in China” with the database of natural and 
social aspects of the three each area, in Chinese, Japanese and English, respectively. 
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１．研究開始当初の背景 

(１)砂漠化を中心とする荒漠化は，アジア，
アフリカ，南米大陸に広がり，世界人口の 6 
分の 1（10 億人）が厳しい影響を受けるに至
っており，さらに毎年 5～7 万 km2 の新たな
荒漠化が報告されていた．地球的規模の砂漠
化の進行は、人間の生存条件及び食物の生産

条件を劣悪化させ、貧困や餓死の直接的要因
となってきた． 
(２) 国際機関では，国連砂漠化防止会議

(UNCCD, 1977)以来，農林土木や植林等の技
術的な解決策がなされてきたが，まだ成功を
納めていない．  
(３)地球環境問題として地球温暖化問題
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が注目され、荒漠化の専門研究者の多くが地
球温暖化問題をテーマとするようになって
いた． 
２．研究の目的 

本研究の目的は，砂漠化防止の研究におい
て手薄だった社会科学の研究体制を補強し
て，自然科学と連携して砂漠化の原因及び対
策を学際的に研究することである．調査研究
対象を，砂漠化が著しい中国西北部地域に置
き，砂漠化と人間行動・社会経済システムと
が悪循環する因果関係の解明と、社会経済構
造の転換を視野に入れた砂漠化防止策の研
究を目的とした．研究目的を具体的に述べれ
ば、次の３項目である． 

(１)砂漠化と人間行動さらにはそれを規
定する社会経済システムとの悪循環構造の
解明を課題とした政策研究に重きを置き，①
人間活動に起因する砂漠化の実態調査のほ
か，②砂漠化防止を枠組みとする地域発展の
可能性，③砂漠化防止対策資金のあり方，④
砂漠化防止推進の社会システムのあり方，⑤
住民参加のあり方等について調査する． 

(２)人間行動と急速な産業化がもたらす
環境負荷圧力について，自然科学の諸側面か
らの検討を加え，砂漠化防止のための客観的
データを整理する．具体的には，①乾燥地域
における畜産業の環境圧力の削減と振興策
の検討，②農業による環境負荷を低減しつつ
食糧生産と農業所得を増大させるアルタナ
ティブな方法の検討，③過去の過剰な耕地化
と近年の退耕還林政策など環境保全政策の
影響と効果に関して，森林被覆の変化をリモ
ートセンシングにより点検・検証すること，
および④農地や植生あるいは裸地における
水循環の水文学モデルを現地に即して検討
する． 

(３)上記２課題により中国西北部の砂漠
化に関して，地域別に社会システムや自然科
学的データを収集・整理し，誰でもアクセス
可能な今後の研究発展の共通ベースを築く．
中国西北部の大学・研究機関，中央・地方政
府関係機関等の資料を整理し，省・自治区別，
地域別に，砂漠化の現状と防止対策について，
「中国の砂漠化に関する地域別実態報告書」
を作成する．この研究は，地域社会の変化と
気候変動の両要因がもたらす，中国の砂漠化
に関する地域別情報の初めての集大成とな
る．併せて，中国の砂漠化とその防止に関す
る内外の学術論文，報告書等をレビューする． 
３．研究の方法 

(１)中国西北部の砂漠化典型地域である
新疆ウイグル自治区，内モンゴル自治区，寧
夏回族自治区を調査研究対象地域としてフ
ィールド調査を実施した．また、文献資料の
収集・整理は，北京市にある中国農業大学及
び３自治区の大学に在籍する研究協力者の
協力を得た。 

(２)寧夏、内モンゴル、新疆の地方政府（県、
郷、鎮政府）及び農牧民を対象としたアンケ
ート調査（砂漠化の歴史と要因、砂漠化の実
態、産業、生活等に関する実態調査）を実施
した。中国では外国人が行う地域アンケート
調査は許可されないため、研究実施計画に沿
って中国農業大学荒漠化研究センターの協
力と同時に，寧夏，内モンゴル及び新疆の地
元大学等の砂漠化問題を研究する中国人専
門研究者との協力体制を強化した。 
(３)研究協力者（ 中国人専門研究者）と

の協力体制は、個別的協力関係では限界があ
るため、第２年度目から組織的協力関係を取
り入れ、本科研と並立する「日中荒漠化防止
プロジェクト」を組織した。それによって研
究協力者が参加するワークショップ及び研
究会議を第２年度、第３年度に都合３回開催
することができた。この研究交流には一部交
通費の費用弁済を行ったが、研究課題の重要
性から自己の研究費で自発的に参加する専
門研究者もおり、本科研の研究目的遂行のた
めの重要な共同研究の場となった。 
４．研究成果 
新疆、内モンゴル、寧夏における砂漠化問題
の調査により、以下の新たな知見を得ること
ができた。 
(１)我国で「砂漠」とは、「乾燥気候のた

め、植物がほとんど生育せず、岩石や砂礫か
らなる荒野」（広辞苑）と理解されている。
しかし、この｢荒野｣は、乾燥気候によっての
み生まれたものではない。３自治区の実態調
査では、人間活動が自然利用の許容量を超え
た場合に砂漠(荒漠)となった事例のほうが、
むしろ多い。実際に、調査した３自治区にお
いて砂漠化が急速に拡大したのは、1980 年代
の「改革・開放」による競争的市場経済の導
入以降である。 
(２)砂漠化は、人類の生活条件と生産条件

を悪化させている。砂漠化など荒漠化地域は
世界の約 120 の国・地域に分布し、世界の飢
餓人口は、10 億 2000 万人に達している。『国
連報告』2007 年は、砂漠化など荒漠化を直ち
に防止しなければ、20 年以内にアフリカで３
分の２、アジアで２分の１、南アメリカで５
分の１の農耕可能な土地を失い、世界人口の
３分の１が直接脅威（飢餓と貧困）にさらさ
れる事態になると警告している。砂漠化は温
暖化問題以上に差し迫った人類生存の脅威
である。 
(３)砂漠化の主因が人間行為である以上、

砂漠化からの回復（防治）は可能である。例
えば寧夏では、荒漠(砂漠)化するスピードよ
りも回復（防治）するスピードのほうが早く
なってきた。同様な傾向は、新疆、内モンゴ
ルにも部分的に見られる。その成功事例の詳
細な分析は今後の課題としたい。 
５．主な発表論文等 
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